
『PCA hyper 人事管理シリーズ』

Ver.1.0 Rev.6.20プログラムでの主な機能強化・仕様変更点
SCY230804

主な機能強化・仕様変更点は以下の通りです。

操作等の詳細については、オンラインヘルプ、またはPDFマニュアルをご覧ください。

◆各処理

◇「前準備」－「社員情報入力レイアウトの設定」

・給与連動項目の表示色を変更できるようになりました。

◇「文書管理」－「文書テンプレートの登録」「文書出力」

・Wordの差し込み設定で繰り返し回数指定ができるようになりました。

・Excelの差し込み設定で繰り返し回数を指定しない場合は、全てのデータを出力するようになりました。

・Excelの差し込み設定で繰り返し回数の上限を99回から、999回に変更しました。

◇「管理帳票」－「推移表」－「３年後離職率・定着率推移表」

・入社した社員が３年後までにどのくらい離職したのかを、年度単位の推移表形式で集計できる帳票を追加しました。

◇「社員」－「社員情報の登録」「社員情報の一括修正」、「管理帳票」－「定期健康診断結果」－「定期

健康診断結果の集計条件パターン登録」「定期健康診断結果の確認」、「随時」－「汎用データの作成」

「汎用データの受入」

・労働安全衛生法と労働安全衛生規則の令和4年10月1日改正に伴い、定期健康診断結果報告書の様式変更に対応しまし

た。

◇独自認証におけるシステムユーザーのパスワードポリシー強化

・「システムユーザー管理設定」に「登録を許可するパスワード強度」項目を追加しました。

・「システムユーザーの登録」でのシステムユーザー作成、修正時にパスワード強度を表示する機能を追加しました。

・「システム領域の作成・更新」でのシステム管理者作成時にパスワード強度を表示する機能を追加しました。

◆互換性に関する変更点

◇データ領域の更新について

・データ領域のバージョンを「6.63」に更新しました。

◇APIの変更について

・健康診断結果報告書様式の変更に対応しました。

◯社員マスターAPI

・エンティティバージョンを更新

・健康診断結果-健診区分に「4：歯科健診」を追加

◯定期健康診断結果集計API

・エンティティバージョンを更新

・歯科健診有害業務、歯科健診特定業務従事労働者コンテナを追加

・集計条件-エンティティバージョンを更新

・集計条件-健診区分に「2：歯科健診」を追加

◇汎用データレイアウト変更について

以下のデータレイアウトを変更しました。

・健康診断結果（社員）


